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東
京
地
評
は
、
9
月
29
日
に

第
18
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
松
森
事
務
局
長
に
大
会
の

ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
ま
し
た
。

□
重
大
闘
争
、
渦
中
で
の
大
会

東
京
地
評
は
、
歴
史
の
転
換

期
と
も
言
え
る
重
大
な
た
た
か

い
の
場
に
い
ま
す
。今
大
会
は
、

そ
の
渦
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
安
倍
政
権
は
、
様
々
な
疑

惑
に
フ
タ
を
し
た
ま
ま
、
改
憲

発
議
を
強
行
す
る
姿
勢
を
崩
さ

ず
、
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
・

民
主
主
義
の
破
壊
・
国
会
審
議

軽
視
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

働
き
方
「
改
悪
」
に
よ
る
戦

後
最
大
の
労
働
法
制
大
改
悪
を

国
民
的
合
意
も
な
い
ま
ま
に
強

行
し
、
共
謀
罪
・
秘
密
保
護
法

・
戦
争
法
（
安
保
法
）
と
違
憲

立
法
を
成
立
さ
せ
、
軍
拡
と
マ

ス
コ
ミ
攻
撃
な
ど
民
主
主
義
破

壊
の
動
き
も
異
常
で
す
。
消
費

税
10
％
へ
の
増
税
阻
止
の
た
た

か
い
も
天
王
山
で
す
。

3
0
0
0
万
人
署
名
は
、
東

京
地
評
1
0
0
万
の
目
標
達
成

に
、
あ
と
わ
ず
か
と
な
っ
て
い

ま
す
。
東
京
地
評
は
、
首
都
東

京
の
た
た
か
う
労
働
組
合
の
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
市
民
・
労
働

組
合
と
野
党
の
共
闘
の
広
が
り

を
つ
く
り
、
全
力
で
た
た
か
う

方
針
を
今
大
会
で
確
立
し
ま

す
。

□
賃
上
げ
と
ル
ー
ル
確
立
を

毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
不
正

・
偽
装
な
ど
で
、
政
府
の
経
済

統
計
自
体
の
信
頼
性
が
揺
ら

ぎ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
率
は
0
・

8
％
に
留
ま
り
、
個
人
消
費
は

0
・
4
％
し
か
増
え
て
い
ま
せ

ん
。
国
内
景
気
は
、
後
退
局
面

で
す
。

経
済
協
力
開
発
機
構
の
調
査

に
よ
る
と
、
日
本
の
賃
金
（
時

間
賃
金
の
動
向
）
は
、
過
去
21

年
間
で
8
％
減
っ
て
お
り
、
主

要
国
の
中
で
唯
一
の
マ
イ
ナ
ス

で
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
拡
大
、

社
会
保
障
の
負
担
増
と
給
付

減
、金
融
異
次
元
緩
和
で
、大
企

業
は
、
株
高
と
経
常
利
益
大
幅

増
に
よ
り
内
部
留
保
を
約
4
5

0
兆
円
と
拡
大
し
て
い
ま
す
。

人
間
ら
し
く
働
け
る
ル
ー
ル

の
確
立
で
、
健
全
な
経
済
成
長

へ
の
好
循
環
を
つ
く
り
出
す
た

め
、
東
京
地
評
は
、
働
き
方「
改

悪
」
を
職
場
に
持
ち
込
ま
せ
な

い
た
た
か
い
と
法
廃
止
に
む
け

て
、
国
民
・
労
働
者
の
た
た
か

い
を
組
織
し
て
い
き
ま
す
。

□
強
権
、民
主
主
義
封
じ
と
闘
う

東
京
地
評
は
、
「
9
条
改
憲

阻
止
、
東
京
地
評
闘
争
本
部
」

を
引
き
続
き
設
置
し
、
9
条
改

憲
阻
止
、
安
倍
政
権
退
陣
に
む

け
て
、
た
た
か
い
ま
す
。

安
倍
政
権
の
、
朝
日
新
聞
へ

の
攻
撃
、
東
京
新
聞
の
望
月
記

者
の
質
問
封
じ
こ
み
、
新
聞
・

テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
抱
き
込

み
も
異
常
で
す
。
放
送
法
4
条

の
撤
廃
も
狙
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
反
動
化
も
顕
著
で

す
。日

本
軍「
慰
安
婦
」問
題
や
、

中
国
大
陸
か
ら
の
「
強
制
連

行
」
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
「
徴

用
工
」
問
題
は
、
日
本
の
責
任

が
問
わ
れ
続
け
て
い
る
大
き
な

課
題
で
す
。
植
民
地
支
配
へ
の

真
摯
な
反
省
を
土
台
に
し
て
こ

そ
、
解
決
の
道
は
開
か
れ
ま

す
。侵

略
戦
争
・
植
民
地
支
配
を

正
当
化
す
る
行
動
は
、
戦
後
の

国
際
秩
序
の
土
台
を
崩
す
も
の

で
、
国
際
的
な
批
判
を
招
く
も

の
で
す
。

民
主
主
義
を
窒
息
さ
せ
、
国

民
を
欺
く
強
権
政
治
を
許
せ

ば
、
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の

道
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
歴
史

が
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
世

論
を
大
き
く
組
織
し
て
、
「
戦

争
す
る
国
」
へ
の
道
を
必
ず
阻

み
ま
す
。

□
職
場
・
地
域
か
ら
春
闘
強
化

19
春
闘
で
は
、
職
場
闘
争
、

産
別
統
一
闘
争
、
地
域
統
一
闘

争
、
官
民
共
闘
を
引
き
続
き
強

化
し
、
要
求
集
約
と
提
出
、
ス

ト
権
確
立
と
実
施
、
組
織
強
化

と
共
同
な
ど
、
原
則
的
な
た
た

か
い
が
前
進
し
ま
し
た
。
ベ
ア

獲
得
や
非
正
規
労
働
者
の
賃
金

引
上
げ
を
重
点
に
た
た
か
い
ま

し
た
。

20
春
闘
で
は
、
最
低
賃
金
引

上
げ
・
全
国
一
律
制
度
の
導
入
、

公
契
約
条
例
制
定
、
地
域
経
済

活
性
化
な
ど
の
運
動
も
前
進
さ

せ
ま
す
。
争
議
支
援
行
動
と
と

も
に
、
職
場
か
ら
雇
用
と
権
利

を
守
る
運
動
に
取
り
組
み
ま

す
。ま

た
、
労
働
団
体
と
中
小
企

業
団
体
と
の
連
携
・
共
同
を
重

視
し
、
中
小
企
業
シ
ン
ポ
な
ど

を
成
功
さ
せ
ま
す
。

□
広
範
な
共
同
を
諸
運
動
で

国
民
的
課
題
で
の
地
域
共
同

づ
く
り
な
ど
、
共
同
の
運
動
前

進
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
増
税

と
社
会
保
障
改
悪
、
原
発
再
稼

働
、
沖
縄
新
基
地
、
オ
ス
プ
レ

イ
横
田
配
備
、羽
田
低
空
飛
行
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
貿
易
協
定
な

ど
に
反
対
す
る
運
動
に
取
り
組

み
、
教
科
書
採
択
年
に
あ
た
り

教
科
書
問
題
連
絡
会
に
結
集

し
、
都
段
階
の
共
同
運
動
発
展

に
取
り
組
み
ま
す
。

□
組
織
拡
大
の
新
方
針
を
提
案

今
大
会
で
、
「
新
・
組
織
拡

大
の
中
期
方
針
」を
掲
げ
ま
す
。

東
京
地
評
の
諸
運
動
に
お
い

て
、
組
織
減
少
が
、
要
求
実
現

と
対
都
・
対
産
業
運
動
、
地
域

運
動
に
と
っ
て
、
重
大
な
マ
イ

ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
勢
に
転
ず
る
こ
と
が
最
大
の

課
題
で
す
。

ま
ず
、
「
新
・
組
織
拡
大
の

中
期
方
針
」の
実
践
を
重
視
し
、

増
勢
実
現
に
本
格
的
に
挑
み
、

早
期
に
東
京
地
評
の
組
織
を
増

加
に
転
じ
さ
せ
ま
す
。そ
し
て
、

単
産
と
地
域
の
合
計
で
40
万
人

を
回
復
、
さ
ら
に
50
万
人
の
東

京
地
評
実
現
を
展
望
し
て
い
き

ま
す
。

現
在
、
東
京
地
評
の
40
地
域

組
織
の
内
23
地
域
で
、
個
人
加

盟
組
合
が
組
織
さ
れ
、
前
進
し

て
い
ま
す
。
新
宿
一
般
（
新
宿

地
域
ユ
ニ
オ
ン
）
は
、
介
護
ユ

ニ
オ
ン
を
組
織
し
、
介
護
労
働

の
交
流
・
新
宿
区
へ
の
要
請
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｃ

Ｕ
東
京
が
組
織
拡
大
の
前
進
と

合
わ
せ
て
、
15
支
部
・
組
織
に

71
人
の
労
働
相
談
員
を
配
置
す

る
到
達
を
築
い
て
い
ま
す
。
い

っ
そ
う
強
化
し
ま
す
。

□
統
一
戦
線
を
構
築
し
闘
う

東
京
地
評
は
、
改
憲
の
発
議

阻
止
・
国
民
投
票
へ
の
対
応
に

向
け
て
、
た
た
か
う
体
制
を
構

築
し
、全
力
で
た
た
か
い
ま
す
。

地
域
・
職
場
で
改
憲
阻
止
の

一
点
で
の
統
一
戦
線
を
組
織
し

て
い
き
ま
す
。
新
年
度
は
、
2

0
2
0
年
夏
の
都
知
事
選
な

ど
、
「
歴
史
的
な
た
た
か
い
の

一
年
」
で
す
。
衆
議
院
選
挙
の

日
程
も
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま

す
。
東
京
地
評
が
さ
ら
に
団
結

し
、
た
た
か
い
ぬ
く
年
と
し
ま

す
。第

18
回
定
期
大
会
を
、
攻
勢

的
な
方
針
を
確
立
す
る
大
会
と

し
て
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

都
民
要
求
実
現
全
都
連
絡
会

（
都
民
連
）
は
8
月
27
日
、
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
都
民
連

は
、
約
20
の
労
組
、
民
主
団
体

で
構
成
し
、
東
京
都
政
を
は
じ

め
自
治
体
に
対
し
要
求
実
現
に

む
け
た
共
同
行
動
・
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

総
会
冒
頭
に
緊
急
講
演
企
画

「
れ
い
わ
新
選
組
の
選
挙
結
果

が
問
い
か
け
る
も
の
」を
開
催
。

参
院
選
中
、
れ
い
わ
候
補
の
地

方
遊
説
に
密
着
同

行
し
た
毎
日
新
聞

記
者
・
中
川
聡
子

さ
ん
、
大
場
伸
也

さ
ん
に
よ
る
講
演

で
、
1
0
8
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

れ
い
わ
新
選
組

の
誕
生
と
躍
進
へ

の
関
心
は
高
く
、

野
党
共
闘
を
発
展
さ
せ
、
ま
た

都
民
要
求
実
現
や
都
知
事
選
へ

の
取
り
組
み
を
強
め
る
立
場
か

ら
、
今
回
の
企
画
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
「
無
関
心
層
や
社
会

に
孤
立
し
た
当
事
者
を
掘
り
起

こ
し
た
」
（
講
演
者
の
中
川
さ

ん
）
、
「
安
倍
政
権
は
、
れ
い

わ
と
立
憲
野
党
の
協
力
を
恐
れ

て
お
り
、
野
党
は
一
刻
も
早
い

共
闘
加
速
を
」
（
同
・
大
場
さ

ん
）
と
強
調
。
来
る
べ
き
解
散

総
選
挙
と
都
知
事
選
挙
に
む
け

て
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

総
会
で
は
す
べ
て
の
議
案
を

満
場
の
拍
手
で
確
認
。
事
務
局

長
に
白
滝
誠
東
京
地
評
副
議
長

を
再
任
し
ま
し
た
。
な
お
、
来

賓
と
し
て
日
本
共
産
党
・
尾
崎

あ
や
子
都
議
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

9
月
6
日
（
金
）
に
東
京
労

働
会
館
地
下
会
議
室
で
、
東
京

パ
非
連
主
催
の
「
第
6
回
非
正

規
労
働
者
運
動
交
流
会
＆
納
涼

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
エ
キ
タ
ス
の
最

賃
デ
モ
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
、

齋
藤
道
明
さ
ん
を
講
師
に
ミ
ニ

学
習
を
行
い
、
各
組
織
の
取
り

組
み
を
交
流
し
ま
し
た
。

齋
藤
氏
は
、
学
生
ア
ル
バ
イ

ト
の
実
態
や
働
い
て
い
て
も
貧

困
だ
と
い
う
人
の
広
が
り
に
ふ

れ
、
最
賃
1
5
0
0
円
は
最
低

限
の
要
求
で
あ
り
、
社
会
保
障

の
充
実
の
必
要
性
を
説
明
し
ま

し
た
。
今
後

は
中
小
企
業

政
策
な
ど
を

訴
え
て
い
き

た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
、

サ
ウ
ン
ド
デ

モ
、
シ
ョ
ー

ト
コ
ー
ル
、
洗
礼
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
な
ど
、
運
動
を
い
か
に
魅

せ
る
か
の
重
要
性
に
つ
い
て
も

語
り
ま
し
た
。

交
流
で
は
、
「
会
計
年
度
任

用
職
員
問
題
で
、
大
田
区
が
団

交
を
拒
否
、
都
労
委
で
闘
っ
て

い
る
」
（
公
共
一
般
）
、
「
鶴

川
高
校
の
非
常
勤
講
師
は
、
仕

事
は
正
規
と
全
く
同
じ
な
の

に
、
昇
給
が
な
い
、
一
時
金
も

な
い
。
賃
金
差
別
で
闘
っ
て
い

る
。
署
名
の
ご
協
力
を
」
（
東

京
私
教
連
）
、
「
パ
ワ
ハ
ラ
の

要
因
に
貧
困
が
あ
る
。
パ
ワ
ハ

ラ
を
な
く
す
取
り
組
み
に
力
を

い
れ
て
い
る
」
（
出
版
情
報
ユ

ニ
オ
ン
）
な
ど
、
低
賃
金
・
無

権
利
状
態
の
労
働
実
態
、
5
年

の
無
期
転
換
前
の
雇
い
止
め
等

が
報
告
さ
れ
、
取
り
組
み
の
強

化
を
確
認
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
9
組
織
18
人
で
し
た
。

講演をする中川聡子さん
（毎日新聞記者）正面左がエキタスの齋藤

道明さん

19
日
行
動

8
月
19
日
、
国
会
議
員
会

館
前
行
動
が
開
催
さ
れ
、
1

6
0
0
人
が
参
加
し
、
「
憲

法
守
れ
」
「
東
ア
ジ
ア
に
対

話
で
平
和
を
」
と
声
を
上
げ

ま
し
た
。
主
催
は
総
が
か
り

行
動
な
ど
。
政
党
か
ら
、
立

憲
民
主
党
・
佐
々
木
隆
博
衆

院
議
員
、
日
本
共
産
党
・
山

下
芳
生
参
院
議
員
が
連
帯
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

日
本
母
親
大
会
Ｉ
Ｎ
静
岡

第
65
回
と
な
る
日
本
母
親

大
会（
同
大
会
実
行
委
主
催
）

は
、
静
岡
県
で
8
月
24
・
25

日
に
開
催
さ
れ
、
延
べ
9
0

0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
体
会
は
2
つ
の
会
場
で
行

わ
れ
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
起
草
委
員
長
・
冨
田
宏
治

さ
ん
（
関
西
学
院
大
学
法
学

部
教
授
）
、
女
性
差
別
撤
廃

条
約
ア
ク
シ
ョ
ン
共
同
代
表

・
浅
倉
む
つ
子
早
稲
田
大
学

名
誉
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
記
念
講
演
し
ま
し
た
。

東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ
ー

東
京
労
働
局
要
請

男
女
平
等
に
働
き
続
け
る

た
め
の
施
策
の
拡
充
等
を
求

め
、
東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ

ー
は
8
月
26
日
、
東
京
労
働

局
要
請
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
京
労
働
局
側
は
雇
用
環
境

・
均
等
部
等
9
人
、
当
方
は

結
城
議
長
を
は
じ
め
8
人
が

参
加
。
女
性
の
活
躍
推
進
法

の
周
知
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

根
絶
、
仕
事
と
生
活
の
両
立

を
阻
む
長
時
間
労
働
の
抑
制

な
ど
、
周
知
徹
底
と
指
導
強

化
を
要
請
し
ま
し
た
。

2
0
1
9
関
東
大
震
災
メ
モ

リ
ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

8
月
26
日
、
2
0
1
9
関

東
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
東
京
都
生
協
連

会
館
で
開
催
さ
れ
、
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
主
催
は
革

新
都
政
を
つ
く
る
会
、
東
京

災
対
連
。
革
新
都
政
を
つ
く

る
会
・
今
井
晃
代
表
世
話
人

（
東
京
民
医
連
事
務
局
長
）

の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所

・
平
田
直
教
授
が
「
日
本
の

地
震
学
の
到
達
と
巨
大
地
震

の
備
え
」
と
題
し
た
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

公
契
約
推
進
・
世
田
谷
懇
談

会
が
集
い

公
契
約
推
進
世
田
谷
懇
談

会
は
8
月
29
日
、
日
本
大
学

・
永
山
利
和
元
教
授
、
世
田

谷
地
区
労
・
中
村
重
美
議
長

が
執
筆
し
た
「
公
契
約
条
例

が
ひ
ら
く
地
域
の
仕
事
・
暮

ら
し
」
の
出
版
を
祝
う
集
い

を
、
東
京
土
建
世
田
谷
支
部

会
館
に
て
開
催
し
、
69
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
保
坂
世
田

谷
区
長
や
同
区
公
契
約
適
正

化
委
員
会
委
員
の
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
あ
と
、
区
議
会

与
党
の
各
会
派
が
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

都
議
会
開
会
日
行
動

都
議
会
第
3
回
定
例
会
開

会
日
の
9
月
3
日
、都
民
連
、

東
京
地
評
、
東
京
社
保
協
主

催
で
都
庁
前
に
お
い
て
2
2

0
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
荻
原
淳
東
京
地
評
議
長

に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ

東
京
地
評
第
１８
回
大
会
方
針
案
の
ポ
イ
ン
ト

東
京
地
評
第
１８
回
大
会
方
針
案
の
ポ
イ
ン
ト

都
民
連

総
会
＆
緊
急
講
演
会
を
開
催

歴
史
的
転
換
期
の
た
た
か
い

広
範
な
共
同
、組
織
拡
大
を

会
場
満
杯

１
０
８
人
参
加

東
京
地
評
事
務
局
長

松
森
陽
一

運
動
交
流
会
＆
納
涼
会
を
開
催

東
京
パ
ー
ト
・
非
正
規
労
働
者
連
絡
会


